
１６

１．出入口を設置する事で新たな渋滞箇所があるのではないか。

渋滞の予測を公開してほしい。

２．都心環状線の渋滞が減るというのであればその数的な根拠を出してほしい。

３．出入口と渡り線をつけると都心環状線の渋滞解消となるのか。

それが駅へのアクセス向上にどうつながるのか。

４．錦橋出口、明道町JCT、丸田町JCT、鶴舞南JCTにおいて渋滞が発生している

とのことだが、なぜ出入口、渡り線を追加すると渋滞が解消され定時性と

速達性が確保される事となるのか。

６．９月の説明会であったその他の質疑

①
交
通
量



１７

５．環境予測結果の根拠となる交通量を示して欲しい。

６．騒音について現況を示して欲しい。

７．騒音の大きくなる雨の日の値を示すべきだ。

８．物件の価値が棄損した場合、何かしてくれるのか。沿道に住んでいる人たちは

固定資産税を払っている。これを半永久的に半額にするとかすべきである。

９．現実の交通量にあったイメージ動画とするべきだ。

10．B/C（費用便益比）をどのように考えているのか。

６．９月の説明会であったその他の質疑

②
騒
音

③
補
償

そ
の
他



① 交通量について（出口付近の交通処理 平日）

出口付近の交通処理

栄三丁目交差点
需要率0.338

大須三丁目交差点
需要率0.331

新設交差点
需要率0.497

⇒交通処理可能

信号運用変更

⇒0.376

⇒0.371

１８
需要率とは・・・

交差点において信号処理可能な

交通量に対する流入する交通量
の比率

０．９を超えると、１回の信号で処
理ができなくなる

1車線拡幅

１車線拡幅



入口付近の交通処理

若宮大通久屋(東)南側交差点
需要率0.484

若宮大通久屋(西)南側交差点
需要率0.423

若宮大通久屋(西)北側交差点
需要率0.350

⇒交通処理可能

信号運用変更

⇒0.410

⇒0.483⇒0.450

① 交通量について（入口付近の交通処理 平日）
１９

道路標示

(直進から左折に変更

若宮大通久屋(西）

若宮大通久屋(東）

矢場町交差点
北側 需要率0.404⇒0.416
南側 需要率0.425⇒0.433

若宮大通久屋(東)北側交差点
需要率0.432 ⇒0.493



高速道路の渋滞緩和のイメージ
・交通量が道路断面の処理可能能力を超えると渋滞が発生

道路断面の
処理可能能力

交通量

時間

渋滞発生

・一日あたり交通量の減少により、ピーク時の交通量が減少し渋滞が緩和

① 交通量について（高速道路の渋滞緩和のイメージ）
２０

朝 夕

一日あたり
交通量の減少



西渡り線及び南渡り線整備による交通転換
２１

現況の渋滞箇所

丸田町JCT

鶴舞南JCT

錦橋出口

西渡り線
3,700台/日

新洲崎出口

現況の渋滞箇所

明道町JCT

南渡り線
5,300台/日

新洲崎入口

① 交通量について（都心環状線の渋滞緩和）

都心環状線の交通の一部が東山線に転換

⇒都心環状線の断面交通量が減少し渋滞緩和に寄与

Ｒ９年度計画交通量（西渡り線 約3,700台/日、南渡り線 約5,300台/日）

東山線

都心環状線

東山線

都心環状線

転換

転換

整備後のルート現状のルート整備後のルート現状のルート



交通量の変化

丸田町JCT

鶴舞南JCT

明道町JCT

錦橋出口

２２

約59,000台/日
約55,000台/日

約9,000台/日
約4,300台/日

約66,000台/日
約62,000台/日

約64,000台/日
約60,000台/日

① 交通量について（交通量の変化）

今回の整備により
渋滞箇所の交通量が減少

渋滞が緩和し、
定時性・速達性が向上

渋滞箇所の

交通量

R9整備なし
R9整備あり



２３
② 騒音について（環境基準について）

環境基準

人の健康を保護し及び生活環境を保全する上で

維持されることが望ましい基準（環境基本法第16条）

人の健康を維持するための最低基準ではなく
より積極的に維持されることが望ましい目標
（環境省HP)



２４
騒音対策の考え方

② 騒音について（騒音対策の考え方について）

高速道路における遮音壁の効果

音はエネルギーなので、音源より
距離が遠くなるほど小さくなる

環境基準を

順守する

音源より距離が遠くなり
騒音は小さくなる

遮
音
壁

遮断効果



丸田町JCT（北）断面

丸田町JCT（西）断面 丸田町JCT（南）断面

環境予測の根拠となる将来予測交通量

② 騒音について（環境予測の根拠について）

交通量（台/日） 一般道路 高速道路

将来予測 ４８，３００ ４６，７００

２５

交通量（台/日） 一般道路 高速道路

将来予測 ３０，８００ ６３，８００

交通量（台/日） 一般道路 高速道路

将来予測 ３１，５００ ６２，２００



２６丸田町JCT(北)･(西)･(南) 断面
予測断面 時間

区分
予測
位置

予測
高さ

予測
結果

環境
基準

丸田町JCT
(北)

昼間 官民
境界

１階
相当

66 70

夜間 62 65

丸田町JCT
(西)

昼間 官民
境界

１階
相当

65 70

夜間 60 65

丸田町JCT
(南)

昼間 官民
境界

１階
相当

67 70

夜間 62 65

西渡り線 既設高速道路

南渡り線 栄入口 既設高速道路

西渡り線

南渡り線

既設高速道路

丸田町JCT（北）断面
調査個所 西側

丸田町JCT（西）断面
調査個所 南側

丸田町JCT（南）断面
調査個所 東側

丸田町JCT(北)

丸田町JCT(西)

丸田町JCT(南)

② 騒音について（現況調査結果について）

実測値
H30.11.15~16

68

65

64

59

70

65

実測日H30.11.15~16



２７

騒音に係る環境基準の評価マニュアル 道路に面する地域 編（平成２７年１０月 環境省）

② 騒音について（測定時の天候について）

環境基準と比較する

騒音測定は、標準的な天候条件の中で行う



２８丸田町JCT(北)･(西)･(南) 断面

予測断面
時間
区分

予測
位置

予測
高さ

予測結果 環境
基準西側 東側

丸田町
JCT(北)

昼間 官民
境界

１階
相当

66 66 70

夜間 62 62 65

予測断面
時間
区分

予測
位置

予測
高さ

予測結果 環境
基準北側 南側

丸田町
JCT(西)

昼間 官民
境界

１階
相当

66 65 70

夜間 60 60 65

予測断面
時間
区分

予測
位置

予測
高さ

予測結果 環境
基準西側 東側

丸田町
JCT(南)

昼間 官民
境界

１階
相当

67 67 70

夜間 62 62 65

西渡り線 既設高速道路

南渡り線 栄入口 既設高速道路

西渡り線

南渡り線

既設高速道路

丸田町JCT（北）断面

丸田町JCT（西）断面
丸田町JCT（南）断面

丸田町JCT(北)

丸田町JCT(西)

丸田町JCT(南)

② 騒音について（高さ方向の予測結果について）

※３階以上の予測結果は最大値
予測
高さ

予測結果

西側 東側

※3階
以上

70 69

63 63

予測
高さ

予測結果

西側 東側

※3階
以上

67 68

61 62

予測
高さ

予測結果

北側 南側

※3階
以上

65 65

59 60



③ 補償について（固定資産税等の減免）

固定資産税等の減免について
・都市高速道路沿線では、固定資産税及び都市計画税について、

下記の補正率による減免が既に適用されております。

２９

（表）都市高速道路等に係る補正率表

・栄出入口・渡り線の整備により、減免の対象の地域が広がる
こととなります。

（出典 名古屋市土地評価事務取扱要領）



③ 補償について（補償の種類）

公共事業の施行により生ずる損失
３０

○収用損失 用地買収により生じる損失

○事業損失 収用損失を除いた損失等

⇒今回の事業は、用地買収を伴わないため対象外

⇒日照阻害、電波障害、工事起因の建物損傷など

事業損失補償（一例）

・日照阻害の場合 暖房、照明、乾燥に要する費用に対す
る費用負担

・電波障害の場合 共同受信施設や都市型ケーブルテレビ
などに要する費用に対する費用負担

・工事起因の
建物損傷の場合

 建物の補修に要する費用に対する費用負担



よくあるご質問について
３１

Ｑ１ 環境が現況より悪化しないようにするべきではないのか 
Ａ１ 本事業は「人の健康を保護し、生活環境を保全する基準」である環境基

準を順守する計画としております。

Ｑ２ 環境影響評価（環境アセスメント）を実施しないのか。
Ａ２ 本事業は、車線の数の増加を伴わない改築事業であり、環境影響評価の

対象事業ではありませんが、騒音・大気・振動について将来予測を実施
し、必要な対策を講じることにより、環境基準及び要請限度を順守でき
ることを確認しております。

Ｑ３ 遮音壁の高さをどのように決めているのか 
Ａ３ 環境基準を順守するために遮音壁の高さを適切に設定しております。

供用前に、沿線の建物状況が変化した場合などは、事業者において、適
切に対処いたします。

Ｑ４ 日照の影響はどうなるのか 
Ａ４ 日照の影響については、構造物の詳細が決定した後、事業実施段階で

ご説明します。なお、透光性の遮音壁を採用するなど、影響を少しでも
軽減するよう配慮してまいります。



よくあるご質問について
３２

Ｑ５ 事業損失補償の対象となるのか。
Ａ５ 事業損失補償については、供用開始時点の状況に応じて、事業者におい

て、適切に対応させていただきます。

Ｑ６ 歩道に設置される橋脚はどの位置に建つのか。
Ａ６ 橋脚の位置は、既存乗入れ位置等沿道状況に配慮しながら、構造的な制約

条件（地下埋設状況等）を踏まえ決定します。詳しくは、事業実施段階で
ご説明します。

Ｑ７ 一般道路の交通はどうなるのか。
Ａ７ 栄エリアの将来の交通量は開発需要により増加する見込みです。

ただし、今回の整備により発着地により近い出入口に転換することによ
り、一般道路の混雑緩和に寄与するものと考えております。

Ｑ８ 今回の計画は都心部に自動車を呼び込むことにならないのか。
Ａ８ 栄出口の利用台数は約4,800台／日と推計しておりますが、既存出口

（吹上西、東新町、東別院等）からの交通転換が主であり、今回の計
画は、新たな自動車交通を呼び込むものではないと考えております。



３３

○住宅都市局 街路計画課
電話 052-972-2723

【お問合せ先】



名古屋市

３４


